
学位論文の審査結果の要旨 

 

 本学位論文は，地下水の熱エネルギーを効率的に空調に利用するための技術的課題を研究テ

ーマとするもので，第２章の「２孔式塩水トレーサ試験と３次元数値モデルの逆解析による帯水

層定数の同定」，第３章の「水理地質環境が熱応答試験のパラメータ同定に与える影響に関する

実験的研究」，第４章の「地下水制御型 ATES システムの効果の検証と数値解析によるシステム

最適化に関する研究」が論文の根幹を成している． 

第２章は，地下水とともに熱が移動する過程を定量化する際に必要な水理地質特性である分散

長を求めるための手法を新たに提案したもので，現場の地層を正確に反映した３次元数値モデル

を用いて，密度流れを引き起こす塩水トレーサの挙動を現地計測して分散長を逆解析する画期的

な手法を開発したもので，土木学会で最も権威のある土木学会論文集（地圏工学部門，Vol.69, 

No.3）に掲載されている． 

第３章は，地層の熱物性を求めるために広く利用されている熱応答試験が，地下水位と地層の

飽和度，地下水流速により強いバイアスを受けることから，精緻な室内熱応答試験装置を制作し

て，様々な地質環境が再現できる実験を実施し，バイアスの内容を詳細に検討したもので，土木

学会論文集（地圏工学部門，Vol.70, No.1）に掲載されている． 

第４章は，NEDO のプロジェクトとして工学部講義棟で次世代型地下熱空調の実証試験が実

施され，空調の消費エネルギーが従来型と比べて大きく削減されることが実証されたが，使用後

に地下に還元された地下水の熱エネルギーが十分回収されていないことから，地層中の熱移動数

値シミュレーターを活用して，ATES（帯水層熱エネルギー貯留）システムの最適運用について

研究したもので，国際エネルギー機関（IEA）の主催する会議（開催地：スペイン）などの審査

付きプロシーディングに採択されるとともに，万国地質会議（開催地：メルボルン）でも口頭発

表している．これらの研究は，いずれも極めて質の高い研究であり，工学博士に値するものであ

ると認められた． 
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